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公共開発（ふる乳′と農道緊急整備事業）に伴う埋蔵文才ヒ財発掘調査報告書  

賢嬬  

一：ナ   



前楠市は、関東平野の北西に見事な裾野をひいてそびえる赤城山の南側を市域とし、坂   

束太郎で知られる利根川が貫流する豊かな水に潤され、自然の風光、l些1季おりおりの変化   

に恵まれた‥卜紫水明の地であります。  

‾■Jけ℃文化の栄えたこの地は、今から3万年も前のIl三ほほ旧時代から人々が生酒してきまし   

た。古墳時代には、古墳文化の中心地として栄え、市内には800基を超す古墳の数が記録さ   

れています。今は、土地の開発などでその数も残り少なくなっていますが、大切に保存が   

進められています。  

奈良・平安時代には、】1二野国府が元総社…丁に償カ、れ、近世には江戸幕府の重鎮の酒井氏・   

松平氏などの居城が置かれるなど、政治・経折・文化の中心地として発展してきました。  

今、県都前柄は、28万余の人口を擁し、生肝学習・教育文化・細工農業の調和のとれた  

“静l背豊かな前橋”安全で住みやすい「街づくり」を進めています。   

赤城山南範の農業は、利根川水系の恵まれた水利を附目しての営農とメ＝いこ、土地基鰯の  

盤備・農業施設の近代化を図り、都市化の進展に対応した近代彪業推進の一買■として、地  

域災落間と公共施設等を結ぶ基抑′I勺道路（ふるさと彪道）の建設が進められています。  

小坂子測‖′Ⅰ．tI・ⅠⅠ追跡は“ふるさと農道緊急整備事業”の実施に伴って発掘調査したも   

のであります。  

調査では、糾文時代前期からlい期頃までの二川結や附し穴3基をはじめ、古墳3基と小石   

榔1基、奈良・平安時代の溝1条なども検山されました。さらにホ墳からの上】二l士道物のl二い   

には、鉄製の鉾や二叉鉾のような山ニヒ例の少ない貴重な物が検J二l二lされています。また、1  

号古墳は、上毛古墳綜既の「芳賀村節四二胱墳」に相当すると思われ、2・3号古墳は同  

譜二に記載されていないものであり、新たにこの地域の歴史を解明する貴重な資料を得るこ   

とができました。  

この調査報告喜を刊行するにあたり、前相打農村整備献をはじめ多くの関係各機関の   

方々、地元の方々の御理解と御協力を得たことに対し探甚なる感謝を申し＿1二げます。  

平成祈年3月311≡】  

前柄市棚械文化財発掘調査団   

l寸l長 巾 西 誠 一   



こぎかしあぶ．）だいらlこ  

1本鞘イl剖服、平成8作劇公共側発（ふるさと農道緊急賂備功業）にイさ‡iう小坂子沼‖‖Ⅰ・ⅠⅠ遺跡飛脚制愴朝措   

封である 。  

ぐんよけんヱえげししこぎかしj†ノ  

2 追跡の所在地 肌l肘甘柿橋浦小坂子…J■1252－7番地外（1）、1252一一2番地外（ⅠⅠ）  

ニi調丑は、前橋■l冊！俄文化財発掘肌丑周（川長 巾州誠一）の指導のもとに、前相打農政部殿付薬備課の委託   

を受け、スナガ喋墳測設制式会社（代衷取締役 芽i永眞仏）が実施した。  

調州．しこし当省 井野誠一・飯塚i誠（前桶市棚湖戊化財発掘調二鮒到）  

荻野冊巳（スナガ環境渕設株式会社）   

」発抑制津川椰刃 二l旭川咋11月2111～二、1ぺ成り咋1‖ニ川三】（1・ⅠⅠ）  

照 理 期 聞11相川咋2月1l1～平成9年3廿川二】   

5 調 査 面 積 油＝Ⅰ…220∠1．831112，河‖l＝ト・2577．抽112，合計∠i7日l．（）71112   

（i川三上遺物は前橋市教育委員会が保管する。   

7 測昂：・訓査計画・‥須永眞弘、調査担当…荻野博し二、調査員…新保一美、測封・実朴‥板垣宏・勝l什貞幸・佐々  

木利恵子、写真据影・‥荻野博巳、安全竹理…都丸保里、作業躯務…柴崎信江が担当した。   

8 二本肖は、調油滴1の指導のもと、スナガ現境測詔勅式会朴が作成に当たり、原稿執筆を荻野博巳、編集・‥須永   

眞弘、校正…金子正人・新保一美、突測図の推理他‥・板垣宏、遺物洗浄・注記・復元…新保一美・柴崎信江・   

耶丸保男、退物尖測…佐々木智弘け、文章の清音隼・亜封川貞葦、内業印務…須永盟が根当した。   

り 発掘調査に参加した方々（順不同）  

イ√川サワ子 伽」瓜美子ll川呂†勘沼lい野統一 触Il試いし 小椚あき 新保勝太郎 斉藤まき子   

新保松乃 高坂やすの 高坂なみ 内川三Jlli内＝貞夫l剥根特大 習木もと代 三俣光江  

イい！l幸子lい．島三に恵 佐藤久美子  

凡  例   

1本道跡の略称は8C10である。   

2 道相律－・略称 ハぜ卜・Ⅸ′Ⅰ溝…1へJlく“し穴…Ⅰ）ノ軋倒木…0 石・・・S   

ニう 失測図の縮尺 追跡全休平面図1／′1（）り 了1灘1／40，1／（川，l／鮒，1／160 イ憧矧川図1／∠10   

迫物接合図1／60，l／釧 小石柳1／∠101く“し穴l／6（）沖■i跡・州側木跡1／（i（），1／∠100 退物1／2，1／3，1／∠l  

∠1抑人睦＝ま、国土地理院発行の5カ分の1「前橋」をイ姐IJした。   

5 遺跡の位悶の基準＋国二l二地理院三仙1放び水準点をitく恰折。  

基主軋・∴（A－（）地点 第IX系座標仙 X∠は180．000Ill Y一（iニう520．（）（）0111  

水準点1与h4．1・‥2ニ娼．5‥0111，1うⅣⅠ．2…2∠11．0（）n111，ⅠうM．3…2∠11．（）（日日l等高線20川 グリッド41Tll抑隔  

6 二＝け断面の土色名及び二1二㍍摘iの色誹ほ抹紺新版標準二ll也帖j（農林省農林水腫技術会議類務局 監修！し什」1法   

人11本色彩研究所也票監修）による 

7 二川柑ミ記及び本文lいにはAs：浅＝＝‥lの昭称をイ則†＝ノた（）   

8 断面図の地l．1」部分‥・…闇、石室の衰込め部分・・…・E］、須恵湘の断面図・…・園を使川。  

‡）追納の両横は、判rt‖如こよる座櫻両桔計脚により算Jlルた。   
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1Ⅰ追跡の位椚と歴史的堺境  

1．追跡のゴ／二地   

2．煙火的場  

ⅠII調査の経過  

1．調査ノブ  

2．調査経過  

Ⅰ＼J付】・  

V 遺構と遺物  

l．概  観  

2．糾文時代  

（1）附 し 穴  

二う．7！丁ぜ＝け代  

（1）了！1－  墳  

（2）小 イ√ 榔  

∠1．奈良・平安時代  

（1）溝  跡  

5．その他の迫  

（l）凧倒木跡  

Ⅵ 成果と考察  

7！■●墳について  

抑  図  

2  第11l冥12」す古1j■fイニ指引柳川医】  椚1怪l周辺追跡腐  

雛2l冥l小坂子糾＝1三1Ⅰ・ⅠⅠ遺跡位椚図・・・   ・ 3  第121契l：り∃宜墳実測l望l  

∠1 第1ニ渦 こう号－1「墳石盤展購脂1・迫物接合図………‥・ 20  

∠1 弟1∠順11～3号附し穴・小石柳尖洲図・  

須3図 発掘訓巨在経過図  

冴‡ノ11刻 ≡牲本⊥屑図  

第51刻 二遺跡川辺のホ墳分布図・…・     ・ 10  小石柳偶闘l封  

12  第15図 1月・子l】い風倒木跡断巾順卜…………………‥ 22  第6l冥l各副非■I．■－，の寸法凡例  

Ⅰ：う・1∠1 耶l（滑り 7い細桂代の遺物（1）        … 23  第7【￥11号7t一ゼf実測図  

須8区 1号7ムー別布室坪凧・断面・J則川朴………‥ 15  第17図1土灘崎代の迫物（2）       … 24  

16  節用l対 小坂了・洲＝IlI・ⅠⅠ追跡全休平州外…‥25・2（う  第9図 2号ハ椚実測l￥1  

第1（順12号7！■▲椚石室桝m‖頁い遺物接創ミ朴‥＝・‥ 17  

表   

11 日二Ⅰ  刷非ん－】計測  

写：其図版  

図版1調香浦川且況、調査l云ⅠⅠ試掘トレンチ・サブトレンナ全最、1～ニう号附し穴、 1号十灘全景、1七け灘石  

室全景  
図版2 1号71■「ガ托√室、2号了！丁椚全景、2号了！■▲甘‡石室全景  

l刻阪こう 2号H椚石室・前庭郡遺物川二巨伏況、：りj・一班’i仝▲景、こうりハ好江「室  

図版′1 3ぢ・古墳石室・遺物Jl廿状肌、小イニ〔棚；、】号泄、凧倒木跡全局  

剛坂5 手柄■川代の遺物＝≠Ⅰ一1～ニり  

剛仮6 t購帥仰の迫物 仙Ⅰ－2～ニi）・その仙の遺物   



Ⅰ 調査に至る糸錮草  

“ふるさと農道黒急場備緋潔”の実施に伴い、前橋吊塵村灘職制より柵歳文化肘についての照会があり、前イ首川1●   

教育委虜会文化財保護制では協議検討を行い、道路建設川他州こトレンナによる甜加闇査を行ったところ、十毛   

寸■リブf絆覧に記載される「方＝飢村節四二批椚」に川当すると旭われるtl●別の存在が明らかになった。当局と協偶の   

＿巨、上記道路用地の全面の発掘調査を尖施し、記録保存をすることとなった（小坂子洲‖llI遺跡）。また農道建設   

に伴って両北†榊阜りにl粥接する畑地についても施二l二紬両（Fol・111；ltiolllノC＼′Cl）で現地栂を捌平することが明らかに   

なったことから急拠臥講の＿上、併せて試掘訓傭を行うこととなり、その結果、71－‘墳の存在が盲認められたため、道   

押測川州く分に引き続いて本朋査を尖施することとなった（小坂子糾‖l川追跡）。なお、印業他の北1叫・南ゼ射てl；分は   

乱〃甜．冊帖h－、（で遺構が碓訳されなかったため、調押穐助から除外した。  

発掘訓肋は民問調査機関への委託によl）火施することとし、前栖苗理瀾戌化財発掘朋丑l」■lと民間朋査機関（ス   

ナガ瑚瀬川り澱株式会祉）及び肺楠＝猥凧灘備裸の三者での要託契約を紳紺七、邦朝絹彫撫を行うこととした。  

ⅠⅠ遺跡の位閏と歴史的見境  

l．遺跡の立地  

小坂了朝＝llI・ⅠⅠ追跡は、前柄‾lけの小心苗研地より北の赤城山にい′りかって出陳拙潮にして約71川lの、小坂イ・…J■   

の四、ソ塚・原之郷・前楠紬の1町側にある。  

本追跡は、赤城山柵北の向東に傾斜する台地」∴に立地し、棟高2‘11111前後で、西側はl川析谷を利川して水川になっ   

ていて、小河川も存宕lける。東側は侵食用により概綿i差約10Illの段差をもってl川畑が広がっている。北側には上   

毛三山の一つである赤城‥Iが間近にそびえたち、州方には榛辛Jl卜や矧仙Ilの稜勃津川朋如こ望むことができる（，  

2．脛央l杓堺境  

本追跡（1）の所在する前栖苗小坂子…」●は、昭和2がl二に前相打に合研される以前は、和名断熱少芳賀郷と言われる   

勢多郡芳椚村の一部であった。同村は障1先祇村、抑Il村、附桂萱村に次いで、赤城山硝朋における了！誹fの班中城   

の一つとされている。  

ここでガ門地l式とその周辺の11丁墳を概観してみたい。   

l闘I15（）咋に調査された芳蟄西部二11業l址地道跡（2）では、径約′l～13111の荊～lH帥け古墳別封が確認され、その三†三   

体部に和式拙状石室や埴朝津lてなどを伴ったものも検J11されている。また芳倶班部二Ⅰ二業川地遺跡（3）の1り研からは   

直刀・銑鉄・耳環などの副非l■】l一が検山されている。市指定史跡のオブ塚土用■t（d）は帖群榊刊8号別に相当し、前方   

後l二■川fで埴輪の配列が見られ、自然イニ「の山石を顧んだ構穴式才二倭を持つ。巾：ノJ・小刀・鉄環・1順呈等を川二l二し、   

（itl用己後半の築造と考えられている。大】］塚7tT墳（5）は、明泊38・3f川ミに発掘され、鋭・鏡板・轡・刀身・鍔など  

がJIl二卜している。他にも什l分別村5リり別に相当する束公ll砧●げ“6）は祥約lニう111のl廿椚と比しわれる。また址lて：は1既に   

削Yされていて不明であるが、神式柏状石生の三i三体邦を持ったオブ塚困古畑7）は（川摘出l葉前後と推定される。   

什Tl」‖粁溝川姉古研亜）も軋lてこの大半が削三l差されていたものの、北東部に川加が班I）、1りj榊l型で胴敬川の傾向が見ら  

しさノ′いし  
れる横穴式イニJ室を持ち、玄室の入l］部には榊イ〔が糾えられていた。⊥l甥トノノ子・銑鉄・鉄片がHニヒし、7世紀後   

半の椚髄といわれる。詳糾はイ叩」であるが、同一地番lノ勺に芳賢村■29～ニう8一片別に相当する了！「別の存在する愉岬7！－‘研  

l←   



群（9）。7■ll摘己頃の築造と思われ、原形を良くとどめているlり埋‡の新l廿塚皇■▲墳（10）、石室は開l＝ルて貯蔵穴に利川さ   

れているが、原状をややとどめる‖墳のIll芳賀村∠19号ぜ訳‖）など数多く点在し、古‘墳時代において、この地域の繁   

栄の様子がうかがわれる。  

節l図   周辺遺跡図  

一 2 －   



ノ、L  例  

試掘調査範囲   油【111仁遺跡  州1遺跡  

小坂子測＝l】Ⅰ・ⅠⅠ追跡位置l葵】  第21契】  

一 二う ー  



ⅠⅠⅠ調査の経過  

1．調査方針   

調査区の設定は、公共座傑に基づき、東西方向に延びる調査区を∋削＝lJ数字で、南北方向に延びる調査区をアル  

ファベットで呼称し、4Ill毎：にグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西杭の孝一称を使用した。また水準は、公  

共水準点に基づき調査区内に測設した。図面作成は、1／10、1／20、1／100の縮尺を使用し、作図を行った。遺物は  

遺構・グリッド単位で層位毎に収納し、遇物分布平面図、過物台帳に記言‡媒し、付番処理して収納した。   

また遺構・遺物等の写真撮影（白撰・リバーサルフィルム）も行った。  

2．調査経過  

平成8年11月211‡はり資材・重機顆の搬入、休憩所・仮設トイレの設置を行っ   

た。市調査団の指導のもと、重機による表ニヒ掘削と並行して遺構碓認面の精査を  

開始した。道路部分（Ⅰ）より古墳1基・粥1条を検出した。その後、道路北・   

南側の鮒地（ⅠⅠ）についても試掘調査が必要となり実施した。その結果、古墳1  

基とⅠで確認した溝の続きなどを検出した。  

また右の表と下記に月別の作業状況・経過を記載した。   

平成8年11月…Ⅰの表土掘削後、遺桝確認により遺構分布昭囲を特定し並行して  

試掘調査で確認できた2号古墳の職囲を拡張し、退構確認を実施した。   

12月…1号古墳の周塘はり発掘を開始し、石室内の梢査も北行して作業を進めた。   

さらに各遺構の測量、写真撮影等を実施し、下旬に同古墳の調査を終了した。引   

き続き2号古墳の発掘に入り、同周堀の発掘廿1号土坑を検出した。   

平成9年1月…2号古墳の石室の調査に入った。周堀精査小、小石榔と3号古墳   

周堀及び2号土坑を検出し、石室と残りの周堀を確認した。2号と北行して3号   

の調査を行い、多数の副葬品を検出した。また3号北側周堀内より3号土坑も検   

出した。発掘とほぼ同時進行で渕丑・写真掘形を行い、1月31巨＝こ作業を終了し   

た。  

l．・  

Eヨ 表二l二榔判・プラン確認   

Eヨ遇朝潮け下げ・洲累  

l≡】†二1二上げ・全体写董据影   

団 生理作業（Ⅰ・Il）   

第3図 発掘調査経過図  

ⅠⅤ 屑  序  

Ⅰ 灰褐色土層 粘性なし・締まりややあり（桝作土）   

ⅠⅠ褐灰色土層 粘性・締まりややあり机砂を含む   

1Il暗褐色土層 柑l竺t三ややあり・締まりあり As－1う峰石を70％以上含み、  

As－Ⅰう灰層を所々に含む  

ⅠⅤ 黒色 土層 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石¢2～3＝を5  

～10％含み、抑砂も含む   

V 費褐色土層 ソフトローム（砂質）黄色腫石とi；l色峠石をわずかに含む  

ⅤⅠ明黄褐色土層 ハードローム  

ー．l  

第4図 基本上層図   



Ⅴ 遺構と遺物  

l．概観   

紬又昭代の附し穴3基、丁用‡3基、小イ＝r柑；1基、余」立∴平安情状のi抑跡1条の他に、凧倒木跡1か所が検山さ  

れた。また確認面やサブトレンチ内から、糾文前期～ll明躍ほでの二＝そ罠‖●や石肌矧が多数検出されたが、他の遺   

構等は検州されなかった。  

2．糾文l叶代   

（1）附し穴   

D－1（第†）・1∠1・18図、図版1）   

位 置 削傭区ⅠⅠの2考古墳北東側川堀1月。   

方 向 長潮l力■向 N－30－W  

形 状 仙北に長い楕円形を呈し、小火部分でやや内側にくびれている。  

規 模 径18∠1×57clll、底径‖8×3：う川、碓認耐力、らの探さ伸1clllを測る。  

備 考 川堀によって上端；は掘り込渡れていた。底には逆茂木跡と揖われる火がニiか所検出された。寸法・形状  

は、北が径10×10c‖灘さ∠1（ic‖1のlり形、小火が径11×（）c‖1探さ∠18c‖の梢‖形、両が径10×9cIl灘さ∠17cl11の  

不燕形なlリである 

遺 物 検＝されなかった。  

D－2（第12・1∠l・18図、l乳版1）   

位 置 訓胎区ⅠⅠのこう号古墳西側川1州刃。   

方 向」剥帥プルJ N－∠1（う0－1V  

形 状 梓i束から北i動こ長い柑■川ラを墨し、l卜火部分でやや州別にくびれている。  

規 模 径（19ニう）×8ぬ11、底径1∠12×′18cIll、碓認面からの深さは105c‖を測る。  

備 考 川帥こよって上期は掘り込まれていた。底には逆茂木跡と止しわれる穴が2か桝検出された。寸法・形状  

は、西の穴が径13×8c目深さ55川の不整形なItj、束が径12×8c111深さ55cmの楕lサ形である。  

遺 物1I雄二沈線による区画用封こ連続刺突文を施す純文前期の二l二㍍持H■が検川された。  

D－3（第12・ト1・18図、図版1）   

位 置 調テ肘式1Ⅰの3号了！瀾北側川擁‖句。   

方 向」引油方向 N－100－1八丁   

形 状 ほぼ南北に長い桁‖形を主＝ノ、Il二l火部分でやや内側にくびれている。北1叫・北東・南西隅に奥行きトト22  

u‖の掘り込みが見られた。   

規 模 径2（）3×112cl11、底径178×7（）c】11、碓認面カ、らの探さは105cmを測る。  

備 考 川鋸によって上期は掘り込まれている。底には逆茂木跡が2か所検山された。寸法・形状は、北の穴が  

径1ニう×12cl11探さ30c川のl－J形、何が律12×‡）cl11探さ：iニーc＝の梢＝形である。   

遺 物 検川されなかった。  
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陥し穴について 今剛鋸Lルた附し穴3基はすべてホ墳の周鮎肋に検川され、糊堀によってその上鮎を切られて   

いた。3基についてまとめると、Ⅰ）－1と】）－2との刷隔は南北方向で2∠1111、Ⅰ〕－1とⅠ）－3が2仇11、Ⅰ）【2と   

l）【二うは東西方l〔りで10111の位盲鋸こあり、碓認面の楔萬は23t）．2（）～2′10．7（）111の柑卿こあり、ほぼ等高線に幸一†ったラ   

イン．l二に掘られているものと恨われる。さらにそれぞれの主軸方向がやや西に傾くことから、傾斜に対して直川   

方向に梢築されていることがうかがわれる。また、底1仙こおけるピット（逆茂木跡）の数は、2仙と3仰の物が   

あり、D－1は底面lい火に直練状に：‖桐仁び、Ⅰ）－2・ニiは西壁寄りに2佃並んでいる。いずれも完全な形での   

検山ではないが、形状や規模、等市■撒如こ沿っての構築状況などの火道性が恐められる。  

3．古墳時代   

（1）‾占一  頃   

1号古墳（第7・8・18図、図版1・2）   

位 置 調査区Ⅰ・11にまたがり、両東寄りに位糾する。棟商は2：う7．∠10～239．80111を測る。   

墳 丘 既に削平されているが、北西から南東にかけて傾斜が見られ、As－C峠イほ含む黒色土椚を基盤とし、  

その．1二に盛二卜をして墳丘の請▲デほりを作り川したと比しわれる。   

周 堀 全体に丸みを持ったカーブを川きながら南西部分の途切れをl舞いて、ほぼ一周する円墳である。州則の  

周堀とⅥJ－1が誼複し、北と南側の周期埋の一部を壊し、周期の西蘭にWJ」が作られている。   

規 模 用堀外側で東1叫長32．∠1111、南北長34．O111を測り、川桝上肺は2．5～7．8111・下幅0．8～3．1111・探さは確認  

面から（）．∠10～1．57111を測る。幅は一定しておらず、北西・東側が幅広く、北東側で狭くなっている。ま  

た北西から東側にかけて深く、南側に向かって浅くなる。   

主体部 両方向N－1750－1へJにl川口する横穴式石室である。石室は、■占▲別のほぼrい火に、了！γ墳柄築時のi■川平面であ  

るAs－C峰ホを含む去‡、！也二l∴や、ローム桐を哩穴状に掘り込んで作られている。掘り込みの寸法は南北方  

向幅7．76111、東西方向肺3．5～′1．（）111、深さ（）．30～0．85Illを測る。石室の大井石は失われているが、羨道  

と玄室に区分されている。石室茨門には前庭部が付設され、淡門帥壁の石根みは輝石安山架の加二11fJを  

境にして右側が長さ1．6111程でIJ毀残り、l卜火は閉韮石が∠1イニ戯る。羨道部分に残存しているホはなく、  

根石跡が右側壁7石、左側壁に川石程碓認された。糾石は抜かれている。（石室部分からは石を判るl附こ  

たがわ  
使†I」したと比しわれる繋が1本検糾されている。材欝は鉄製で新しいものと旭われる。）  

玄室の側壁は30～80clllの石と小石で2J致相戦り、根石は掘り方の底面に大きい石を配置し、平らな面を  

石室内側に揃えて直接置かれている。床は底耐を盤地した上に、10～∠10cIllほどの割れ石と玉石を敷き作  

られている。さらに中火やや北寄りには、桝イニは山岩の加二lニイ川佃（長さ28～∠12c11l・幅18～27cm）を仙  

川して、玄室を分けるり‖仕りノイが検た11された。また問仕切のイJ列には、それを支えるための挟みイニrの依  

川も見られた。また玄門と止しわれる場所より50c日付北側の床面に、径32×21cIllのイ≡＝第8図参服＝人ミ川い  

が15c‖の探さで埋め込まれていた。石皐平■州】ラのほぼlい央にあたり、敷石のなかでこの一石が特に深く  

棚めてあったが、その肌ト＝調川然としない。魂；込めは、壁石衰側に醐～110c川桁で、こぶし大の石や小礫・  

砂を入れて内部の壁石を補弧し、外側は人曲大のホを僻んで眉壊を防いでいる。また玄室の平面形は茨  

退部の根石跡や側壁などから川洲して両袖形で川・用量りの傾向が見られる。石室各部の計測値は、イ指ミ艮  

6．18111・玄室長2．93111・玄室奥幅1．6′1111・玄室前瞞1．78111・淡道長3．25Ill・羨道幅（0．8）～（1．0）111を  

測る。   

遺 物 石室から鉄鉱什、周坊＝句から敲きt≒1痕の見られる須混用里酢片等が検山されたが、尖測に耐える物ではな  
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い。   

備 考 ホ室に加工石を秋川し、問什切石として利川している例は、高‖馴了の秋着塚7i「墳がある。5巾消りりで浮  

石哲西閃石領≠償を使川したもので、6■脚己末～7t杜糸己初淵の構築とされる前方後lリ墳である。  

2号古墳（節9・10・11・18図、図版2・二う）   

位 置 調査区ⅠⅠの北側に借間する。櫻苗は2∠10．20～2ノ11．′10111を測る。   

墳 丘 既にil川平されているが北西から南火にかけて傾斜が見られ、1号7！1■Ji■fと同じくAs－C軽石を含む≠．1！也二I∴  

屑を基盤とした上に盛土を施し、墳丘を作ったと似われる。   

周 堀 北側と南側が肺広く途切れ、その東側と西側に用胴を持つl■J蝶‡である。東側は北から南に向かって机を  

抑き、北側から中火付近にかけて怖が広く深い。また北側でⅠ〕－1と重複している。匹湘IJは全休仙こ綬  

やかな弧を揃いて南東方向にカーブし、北側が深く南側が浅くなる。また匹湘りの周期とⅥトー1が拍複し、  

川肘の北と南側狸の一部を壊して1V－1が作られている。   

規 模 火西長23．0Ill・南北長18．1111で、火側の周堀で上肺1．9～5．7111・－川扁1．3～2．6Ill・探さ0．66～1．33111を  

測り、西側で－1」旧1．5～4．l111・下幅0．7～2．0111・探さ0．28～0．購111を測る。脚は火・【叫側共に一定して  

おらず、特に東側は幅広く深い。   

主体部 南東方向N－165㌔－－Eにr紬ける横穴式石室である。イゴ室は、l七仙■墳と同じく、｛墳構築時のiliり平面で  

あるAs－C峠イJを含む異色」二ノだJや、ローム層を里雲穴：1人に掘り込んで、古墳の小心から南東方向に作られ  

ている。掘り込みの寸法は、北◆西から南東カーl如こ肺（i．（う111、北東から南西怖3．2～4．75111の相川で深さ0．  

∠1n～0．72111を測る。石室の大井石は失われているが、前庭部・羨道・玄室に区分される。石室羨門には  

前庭珊が付設され、こぶし大のイニが崩れ落ちていた。茨門袖壁はホ側の右横みが残り、それにつながる  

側壁列がハの字にIji」いて、東イ州2．（）Ill、西イ州2．2111の長さで1～2段粧の右列が残る。また羨門には比較  

l町ヤらな石を2J安子丘ねた閉ヨ如〕イ沌㌍みが残っていた（，羨道細分は火壁石が1～2J毀桝みで2～こう石和残  

り、西壁側は和がなく、根右列跡が∠lか所検州された。また羨道部にはl≡l然石の敷布の－・部が残ってい  

た。  

玄室内の玄門、側埋、奥壁等のれは抜かれていて根ホ列の跡が検Jl1されている。また玄室と羨道を区分  

する所には袖石の戊のと規われる根石跡があり、右側は床耐より深さ∠1（）cIll、左側は深さ15c111程の跡が残  

り、玄門が立っていたことが川碇される。また側壁の椒石跡は東側が7才≡f、西側が6～7石検出され、  

奥壁は大小7イ≡雄沃検山した。西壁と奥壁には、比・佼的大きい石の仙川跡が見られた。床面は全体を川～30  

clll粧の平らな判れイ三iで敷石とし、羨道部の右とのイ如い分けが見られる。裏≦込めは、壁石裏側に80～120cl11  

程のl附こ、こぶし大の石と小礫・砂を入れて壁ホを補個し、外側は人血大の石を桔んで崩落を防いでい  

る。また玄室の平面形は根石跡などから判断して両袖形と揖われる。イニf室各部の計測他は、石室長（4．  

f）5）111・玄室長（2．25）111・玄室奥晰1．70Ill・玄室iV川扁1．40111・羨道艮2．70ⅠⅥ・羨道晰0．78～（0．84）Ill  

を測る。   

遺 物 れ室内から大刀1口（西側壁l祭に小ffを敷いた」二に乗った状態で検＝）・銑鉄7ノ∴いノ」子l点、前庭部の  

眉落石の閃から二l二帥料不2点や用肋＝句から敲き目痕の見られる須甑端大要片16点などを検出している。  

人刀は鉄製の田刀で、長プ甜ラの6怒を穿つ鍔と、ノ」謹呈主4が装着された状態で出二1二している。   

備 考 2号古墳前庭部から検出された二＝帖紺坪（遺物番号：う封 と、3号7tl▲ぜ‡の’l町側周蜘＝句から検出された坪の  

破片とが接合されたが、3号1！l■別れ室から川土した二l二川用持杯が、2月・TlTセーfのそれより了与い鬼高末期の様  
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州を呈している点から、3号H研がハいと考えられ、川鋸から出二Ⅰ∴した坪吊‾は、2号711ゼfとの位防潮イ系   

を考慮すると流れ込んだものと揖われる。  

3号古墳（第12・13・1日図、剛坂ニi・d）   

位 置 調ノ在区ⅠⅠの小火根寄りで1・2り古墳の閃に仙J■■ける。標高は2二ほ．（川～2′10．00111を測る。   

墳 丘 既に削平されている。1・2号H椚と川じく、As－C軽イfを含む黒色二L肘を基盤とした上に盛土をして  

肌1寺二を作ったと皿われる。また石室のローム面までの州り込みは、1・2考古夷－‡よりやや浅い。   

周 堀 北央側と前庭仰が途切れる。川堀は大きく弧を川－iいて西側から北側にカーブするものと、北東から相加  

方l「りに卍1二組気味に作られているものとで構成され、「Ⅰ冊fと思われる（，全体に幅広く西側は深い。また西  

から北側にかけて柑られた周肋＝句でI）－2・こうと泊捜している。   

規 模 火西長17．6Ill・南北長1：う．9111で、周期の東側で上附2．5～∠l．6Ill・下肺1．（）～3．∠1111・探さ0．′l‡）～1．（）5】11を  

洲り、柑・北イ11りで▼t二桁2．0～∠1．5Ill・下l晰1．5～：う」う111・深さ0．52～（）．88111を測る。l・2月・了！t‘墳の川鋸よ  

りも小さいが、イニ√室をIIl心として見た川堀の形1人や仰が安定し、他の周鋸に比べ紙面の凹凸が少なく、  

贈った形状をしている。   

主体部 南西方向N－1500－1へJに榊l二ける横穴式イニr室である。れ寂は、了㍉り相補築時の削平1日であるAs－C軽石を  

含む掴色土屑や、lコーム旧を旦竪穴状にIl心より軸叫ノブl「りに桝り込んで作られている。掘り込みの‾寸扶は、  

北東から南西ノノl如こ晰5．6111、北1生から南東プ了直‖こ幅2．糾～3．∠1（うIllの鶴岡で、探さ（）．30～（）．65111を測る。  

またイイ室の天外イrは失われているが、羨道・玄＃にl身分される。荻門には袖壁のイ砂場宥にあり、イイ側  

は1れ、左側は2石残り、中火には閉基和が′lイ潮風る。羨道珊は痛側壁が1段で ′1才二i、1叫側壁はl段  

で（うれ残り、東イ11りには2石の根れ蹴iも検Jlはれた（，淡道の床には倣石は残っていなかった。玄室の側照・  

しさみいし  
奥壁等の石は抜かれていて、玄－‖Jに梱石と両袖石が域る。さらに玄室の職l川を示す12～ニⅦcl11程の右列が、  

ほぼ直線に弛ぶ様子が平面．上でl附1tlけきる程度である。また根イニJ跡などは、はっきり検川できなかった。  

床面の敷石には測れイが使川されている。裏込めはlノ州Jにやや刷れ葉状況が見られ、蛸側は10～20cl11、  

外側は20～40c日付のイ＝Jが使川されている。石室各部の計測作＝ま、石室長（∠1．40）111・玄室長（2．00）Ill・  

玄室炎帽（1．54）111・玄室前脚（1．l′1）111・羨道艮2」（）111・漠道巾甜）．7（）～0．86111を測る。  

遺 物 玄室内西壁側から鉄鉾と二叉鉾の一部、玄室叫裡から刀什1点（2号1ユー▲甘言の大刀とほぼ同じ形」犬と旭わ  

れる）、銑鉄10点以上、Il二l央付近から勾三1ミ1ノ∴い小．二に（うノよい切子二Iミ3ノよい耳環：i対（（うノより、奥狸雄りに  

土師損坪2ノ．▲、く（合子状）と、北側の川妬＝句から土師損坪2点が完形で検川された。  

（2）小イ三f糊；（第1∠1・1捌対、l≡刷版∠1）   

位 置 調査区ⅠⅠの21ゴ・了！I－墳根側周堀と、3一片古墳の北側川加の閃に位関する。   

規 模 外径1ニう5×80cl11、内径リ2×35川、探さこ川～亜c川を測る。   

備 考 右脚は、N－30－1二を三1二㈱tとして、lトムニL椚を仙川込んで作られている。側腔は短辺で北側が＝掛机  

のlイ」両側が2段別で3石が1Jられた。倣川石の大きさは晰25～3（）cl11、厚さ1：う～3（）clllを測る。側壁の  

長辺は、東側はl殿と2段の桝み損ねが見られる。西側は2段拙であった。使川れの大きさは、晰15～：川  

cm・厚さ11～30cI11を仙川して作られており規模は小さい。また、床には15～30c日程の扁さl∠な安Ilげ；・の川  

原イrが敷きつめられていた。  

遺 物 検出されなかった。  
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∠l．奈」辻・平安昭状   

（1）テIl■f  跡   

1号満（那15・1別封、l淵反∠1）   

位 置 調査lズ1・ⅠⅠにまたがり、小火やや東寄り。1・2弓・7！l▲墳の西側川堀と璃複する。   

規 模 確認艮76111、＿川獅0～200c川、州附5～90clll、探さ15～45c111を測る。   

備 考 確認面にAs－1川7の椎机が潤められた。またl・21チ7！丁墳の川鋸と損復するところは、他よりもlレア．iが仏  

くなっている。底面の櫻高は北イ州が2′11∴うこう111、袖イ別2：う7．83111、北から耐へ約∠1．6／】00の勾配を持つ。   

遺 物 碓忍耐で平底傾向の強い土師損丹≠が検化されているが、小什であり実測に耐える物ではない。  

5．その他の遺構   

（l）風倒木跡（第15・18図、図版∠1）   

位 置 調査l塞ⅠのIll火西寄りに位関する。   

形 状 東西方向に長い楕H形を占呈する。   

規 模 径27（）×20ncl11、探さは東側が浅くl（）clll、西側で（う0川を測る。  

VI成米と考察  

了上■側について  

今lロ】の榔在では、IlI芳賀村第42弓・げ＝二、新たに検川した2基を含めて計3基の古ゼ瑞相査を実施した。7㌧セ’fの大   

部分は慨に開墾され、州地として耕作されており、ナ淵の形跡をわずかに親していたものは、上毛1丁墳綜覧に言J   

戦されているIll芳‡抹j灘∠12iチ墳（M】1）のみで、他の2去らは今回の訓査によって検川したものである。  

調和こより検出した｛却は、川堀を伴う構穴式ハ墳で、 すべてlIJ墳と恨われる。その特徴を挙げると、   

（か1～ニト弓十l●げ‡は両袖式の石室を持つと恨われる。   

②l片古椚石室には、輝ホ安‥1岩の加二】二石が仙川され、羨門棚田こ1イ＝〔、玄主神＝い火のl～‖仕切芋けりに6石イ吏川され、   

玄室lパを前と奥の二部に分ける手√に仙川されている。   

（卦2片■肋■fは羨門袖壁につながる側壁列のれ顧みが残っている。  

しきみいし  
④ニi」す■川■fの玄門には両袖石に挟まれた三川形の大きい枢＝陣職カ、れていた。   

（9l～㍗サ古墳ともに銑鉄が川土している。粕に2・3モトl㌧研からは鉄製の人ノ」や鉾・二叉絆・鉄鉱などの多く   

の遺物がJ＝」1している。さらに3号1l一別からは勾玉や切子玉・小玉・耳現などの副非■品が多く検J1lされてい る。   

（歩こうり71γ別の山上遺物、耳現3対（6点）から11て、複数の理非が考えられる。   

（∋1～こう・弓・7！l欄の山ニヒ迫物からは、埴輪の検J＝がないことや、検出された須恵邪大雄片や二】二師湘坤などの形状か   

ら、 いずれも7世紀後半以降のホ墳と揖われる。   

（沙1～ニト弓・1∫‘月’fの玄室床面は、敷石として平らな判れイ＝fの使川が見られる。   

（92月▲・ニー－り・H墳の便川崎矧は、2号ホ椚前庭珊より検川の二＝帥料不（遺物番号3（う）と3号古墳西側月掛怖に検   

J11された二＝畔描け片（2ぢ・ホ墳前庭郡検州の⊥川棚呵片と接合した物＝遺物ホ1J▲35）と、3号了！■虻i北側用加lノ勺検   

出の二川帖肛坪2点（迫物番号∠10・∠11）とは同時期（8世紀初潮）の特徴が見られることや、㌃瞥古墳石室lノ」から   

検目した坪2点（合子状で検Jll＝遺物番1ゴ▲：う7・38）は鬼高終末期と思われることから、3号了！γぜ‡は、2号71－‘椚よ  
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リ早い時期の構築が考えられ、2i］・了！γセ’fとほぼl刷け期までの仙川が考えられる。  

これらのことから、本小煩の構築時脚は、川ニヒ迫1勿からみて：i号了！－一頃が最もhいと皿われる。また全体に緩や   

かな傾斜地に、基鰯憎からローム両までの掘り込みによってイJ室くを作り、劫1二じHの便川もわずかで、石和みのノノ   

法も巨石をあまり恍川せずに、仁l然石の乱ホ梢みによるもので、請－さi度の技術や、大労働力をイ吏わずに構築した甘‘   

墳と揖われる。さらに上毛｛肌綜l児によると、旧芳川車錘川旺川りにはIlけ柁鉢j－3（）・4（）・4l・43号墳の存在も   

確認されており、今l瑚飢lルた2・3号ハ墳も肘欄製氷■の吏1●カ■川’仁を形成した1つと考えられる。  

節5図  追跡用辺のハ明男竹順】  
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副葬品計測表  
鉄矧1】一1，  Fil位（川）  

遣物  全 長   鉄 身 部  僅 被 部  基   部  
才一 称  残存状態・備考  

番り・   l）   C   （†   g   

h′1【1  トニi  

田   hノ1・・2   魁茎広根両丸造腸扶三／り形シニじ   

（2．5）  餌茎広根ii舶L造腸扶三川形式   

ロ  ロ  （‘1．7）  （∠1．7）  1．H  （り．2）  （（）．1）  短茎広根ii舶L造腸扶三川形式   

7．1   

ロ  〃  15．1  2．5  0．（；  （）．2  7∴i  l）．じ  0∴与  5∴i  （ト1  （）．‘1  有基煉箆被端片刃箭式   

巴  ロ  ロ  （11．1）  （1．2）  

H  ロ  ロ  （り．7）  （‘1．6）  （）．Jl  （），l  L），1  り∴i  （）∴i  イ】■茎托被   

l．B   

川  ロ  ロ  （11．1）  2．2  （）．7  り，2  川．！））  l）．G  （）．3  2，（）  （I∴与  0．25  有茎妹箆被鮎片刃闇式   

n  ロ  ロ  （lり．9）  l．7  （）．（；5  （）．こう  （H∴i）  （）．7  （）∴与  （（）．～））  り．5  （ト1  イこi●茎搬箆被端Jl■ガ箭式   

四  M1  釘か  長さ2．1晰0．2J，ノさ（）」i  

‖  八′卜2  ノノ イ▲  全長（8．3）刃長（2．t）刃晰l．5 二〃悍（陳）（）．7 基長（i．2：き糾rれn 基J和．‘1   鈍か  

‖  ロ  ノノ了・  全J童（13．5）刃部長（（）．f））刃晰＝．f）陳勒）．ニi葦艮（3．じ）二祖師）．7 基〃0．2  怖かに関の形態をとる   

1∴  h′ト：i  ノ川一  全長（′巨1）刃瞞l．6 帆ゾ（）．′l   

番り  付椚  ′㌣．称  全 長  刃 部  基 部  ll釘穴  刃 備  残’存状態   備  考   

円  M－2  rl‘lニ カ  ボ2．0  7（）．り  12．（）  1仙  ：う．2り  基～鈴の部分  鍔・鍬2佃い1■f金11の－・椰2佃   

田  入l・：う  鉾  全長（13．7）他J童（7．2）拙晰2．（i他Jl址（i      袋拙～他部の－・  掃平菱形の祀を持ち袋側はさI∠板から破き出して作りあげた  

袋穂J．童（；．5袋他径2．0×l．B  部   もの（，l膵丁片側域†ん 鍛造。   

l博丁穴1榊11博rl．（）×（）」う  

h′トニi  二又鉾  全長（11．7）拙長（J】．！））聴偏り．2）  袋穂～秋部の一  鍛造によか門川形の拙榔を二支持ち袋穂を・川念に似き州し  

穂厚0．8×0．（i衰拙ぷ（j．H袋拙7策2．2×2．l  て密に合わせる。‡≡膵†ノⅠ訂J完f≠。   

卜博」ブく2仙l！釘1．HX（）∴i∴（う×り∴う  

遺物  外 径（ぐm）   内 径（川1）   断 面（u‖）   切込み晰  

γ】称  い‖1  備  考  
番り   C   g   （ 

h′トニi  1■ト甥l  2．（）5  l．り∩  1．3（）  1．15  l）．H（I  0．dり  り．30  8．5：ミ  鍍金ダ薫る   

2（）  ロ  ロ  2．（州  1．！）0  1．21）  1．川  l）．70  り．′11）  り．2（）  ！）．一Il  鍍金   

21  ロ  ロ  2．（）n  1．8（）  l．川  】．（州  （）．7（）  （ト川  （）．2（）  7．H（）  鍍金   

22  ロ  ロ  1．90  1．別）  1．川  l．川）  （）．7（l  り．∠】0  l）．1（）  7Jil  鍍金   

2ニ‡  ロ  ロ  l．8り  1．（i（）  l．10  l．川）  l）．7り  り．40  （）．10  5．5ニう  鍍金 仙余の内部まで刹那   

封  ロ  ロ  1．75  1．60  1．1（I  l．川I  l）．7（）  （）．こうい  （）．2（）  （；．OH  鍍金 地金まで剥離   

遺物  計  測  仙（ぐ川）  
す】称  小11i  鵬  考  

番り・   ；l？    t）こ，   C   （拷   

25  hト：う  小 ÷lミ  0．肌）  0．7〔）  1．1（）  （）．H（I  1．川  （）．3り  0∴iO  l．！）8  潜れ  

2（；      （）．90  0．70  1．＝）  （）．7（）  l．1（I  （）．3り  0．3‥  l．！）（；  
（1．85  （）．80  n．別）  0．（；（1  l）．t州  （I．：う0  （I．25  l」う：う  

2パ    〃  （）．（）0  0，85  り．！）5  （）．う（）  （）．！）5  （）．25  （）．25  （）．！）H  
（）．75  n．75  l．1（）  （）．7（）  】．川）  0∴う0  （1∴うり  l．（）／1  

：引）      l．00  0．別）  l．1（）  l）．（州  l．0り  り∴う0  （）．25  l∴うり  
封  ロ  切了・ニ】く  2．2り  2．2（）  0．′川  （）∴う5  t．2り  （ト川  り．6（）  ′l．H2  水■l■J一   
：1∵      2．川  2．1（）  り．5（）  （）．（‖  】∴州  （）．25  （）．2（）  ‘1．バ′1  

l．70  1．（i5  〔）．5（）  り．（州  】．1り  （）」うり  0．10  2．（）（i  

掛り  位什■～  γ－ 称   l）  C   （l2  車Ili  材 貿   鵬  考   

田  Mト3  4」ニに   こi．0（）  1．（川  （）．8り  （）．15  0．25  5．5（う  鵬 刑  穿二fLlけに反対側が剥離   
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出土遺物観察表  
注：扶轟：は（Dl】径（勤底繹（劃腑邪桐大伴（訓開笥で表し、（）は川定植を示す。  

番・り・  川二L位椚  器形（種）  汰   ■ll   （D胎二卜（卦焼成（む色調（動伐〟   器形・製作技法 の特徴   

二う5  入′1－2前庭部  二1二師淵  （D17．（；（診！）∴う  0）密。郷れ・軽√いti英を含む  大径で深い鼎形。l】】緑部は丸く1月湾する。外的＝慄射邪柑  

東寄り   J不   ④5∴i   ②良好（3橙7．5YIそG／8④8（）％   ナデ、休部～イjて淵iヘラi⊥jりり。lノ仰i桃ナデ。l二】線外面1／2に  

肛色二次焼成痕あり。   

田  M－2i肛鹿部  土師出  （Dll．2②H．1  ①密。動けF・峠イ了Fを含む②叔好  接やかに克ち．卜がる休部から内湾する口緑。外的＝由一郡  

東寄り   i不   ④3．（i   ③橙7．5Ylく7／6④80％   ～イ相lくヘラ削り。∩縁郡構ナデ。輔如拙ナデ。   

37  八ノⅠ－3玄矧勺  土師侶  （D川ノ】②（；．H  （》槻据。別件い弊習iを含む（診良好  浅い稜からややl川き気味の日縁部を持つ。外面l】緑郡構  

奥壁際   模倣杯  垣）：i∴う   （卦f指7．5Y6／6④（）り％   ナデ、休部から底部ヘラi！jりり。棚rl潮ナデ。で†子状の詰  

として＝土。砥部全面無色二次焼成痕あり。   

38  h′Ⅰ－3玄室内  土師黒  ①11．2（DR．ノⅠ  （D密。榔イニr・軽れを含む②」辻灯  形骸肋な稜から垂直に立ち上がるll緑。外面l慄鋸恥描ナ  

奥壁際   模倣坪  伍）3．0   （釘橙5YI（（；／G④90％   デ、休郡から底部ヘラ調光。内面械ナデ。f†子の←卜部。  

外面一郎に棋漉せ二次焼ノ如‡。内面拙肌が荒れる。   

田  h1－3前庭郡  須恵出  ①1n．0②6．7  ①密。②良好③灰白1りY7／1   水平な稜から内径する口緑部を持つ。外面イr【瑚か∫クl∫  

j不   垣）：i．0   ④（in％   酪形、砥部手持ちヘラ調査。口端郡接合後、「∫クl∫鮨形。  

内面りグロ整形。   

一川  入′l【：う北側周  土師湘  （D川．7（参じJう  Q）別棟。榔イい軽イ：iを含む（凱Mr  密度の高い肋二L。し】端i郡を内湾する㈲脾な作り。外面lI  

鋸内   J不   ④3∴i   （診梢51′lく（；ハ；（取）8％   縁榔仙リーデ、胎部から底部はへラF■iりり。州両横ソ・デ。   

皿  八′Ⅰ一：う北側周  二日帥鮎  ①10．（i（D（7．り）  ①榊据。和才7・れ芙を含む（訃良好  鮒曳のi～机1胎了卜。口鮎郡を内湾する描；ヨ宰な作り。外油‥】  

励＝勺   杯   （む：う．（；   ③橙7．5Ylく7／6伍）9〔）％   縁郎描ナデ、休部から底部はへラi■川り。州州ホナデ。   

∫12  h′1－3前庭郡  須恵器  （勤（‖．7）   0）辞テ。机紬；他頼れを含む   摘心の低い安定した作り。底部に休部せ作り足したもの  

平瓶か  ④（6．1）   ②良好③出灰51i（；6／1④胴～底部  外面イ≡掴転†∫クロ並形後回転ヘラ調整。仙川ロク「J蝦形。   

四  M－こ用fJ庭郡  須恵器  （D5．7④（5．（り  （訓岬敵。自色畦石虻勇む（訃良好  l】鞘招；がほぼ水平となる。別作りの口稼部を休部にH‘け  

構瓶口緑  ③灰自101′7／1（むl二1緑部のみ   足したもの。外面11タロ整形。l三二】然糾。l付而＝クl㌻∫燕形。   

直刀  

ト膵丁穴  
陳l果】（むねまち）   

小玉  切・干さlミ  

軒  

広根il！一けL造腸扶三川形式  

煉箆被端川‾刃箭式  

一
じ
 
眉
選
 
 
 

耽托被ノ＝其りi’切刃箭式  

第6図 各副葬闇■の寸法凡例  
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0  1：160  5m  

1Ⅰ一1セクション（北側）  

1灰褐色土侶 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石1％とローム拉をわずかに含む  

2 黄褐色土層 粘性・締まりややあり ロームを盛ったもの  

3 黒褐色土層 粘性ややあり・締まりあり As←C軽石5％を含む  
3a3層にロームを含む  

4 暗褐色土作づ 粘性・締まりあり 1侶とロームの混土層  

5 灰褐色土付・7 粘性なし・締まりややあり 把砂・軽石を含む  

6 褐灰色土層 粘性なし・締まりあり As－B軽石とAs－B灰層がブロック状に含まれる  
7 黒褐色土層 粘性・締まりあり As－C軽石¢2～10mmを7％を含み下位はソフトロームがやや混じる  
8 暗灰黄色土層 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石≠1～5mmを3％含みソフトロームを10％含む  
9 黄褐色土層 粘性・締まりあり As－C軽石¢1～5mを1％含みソフトロームを30％含む  
10 明蔚褐色土層 粘性あり・非常に硬く締まる（ハードローム）  
Ilr・Vは基本土層を参照   

D’  
259．10〔「  

M1セクション（東側）  
1灰褐色土ノ酉 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石をわずかに含みローム粒を1％含む  
2 暗灰黄色土層 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石を1％含みロームブロックを1％含む  
2a2層よりロームブロックが少なく As－C軽石を5％含む  
3 黄褐色土屑 粘性ややあり・締まりあり ハードロームを10％含む  
3a3J・吾よりも黒褐色土を多く含む（ローム30％黒褐色土70％）  
4 暗褐色土廿二子 粘性・締まりあり As－C経石5％とロームを3％含む  
5 黒褐色土層 粘性・締まりややあり As－C軽石3％と把砂を含む  
5a5層にロームを5％含む  
6 灰褐色土層 粘性ややあり・締まりあり As－B軽石を含む  
7 褐灰色土屑 粘性ややあり・締まりあり As－B軽石・As－B灰層を10％含む  
8 灰褐色土層 粘性・締まりややあり As－B軽石10％・AsB灰層を5％含む  
9 黒色土什了 粘性ややあり・締まりあり AsC経石5％とローム3％含む  
9a4八引こ撹乱の石が入る混土  
9b4層よりやや明るい黒褐色土仲子 AsC軽石を3％含む  
10 黄褐色士別 粘性・締まりややあり ソフトロームを30％含む  
11暗灰黄色土偉子 粘性ややあり・締まりあり ソフトロームを10％含む  
Ⅳ・∵は基本土屑を参照  

2  

M－1セクション（西側）  

1 陪灰褐色土層 粘性なく締まりややあり As－C軽石3％とロームを含む  

1a灰褐色土層 粘性・締まりあり As－C軽石1％とロームを含む  

2 黄褐色土屑 粘性・締まりあり As－C軽石1％とローム・黒褐色土を含む  

3 灰褐色土層 粘性ややあり・締まりあり As－C軽石を5％含みロームを1％含む  

4 褐灰色土層 粘性なし・締まりややあり As－B軽石がわずかに混入する  

5 暗褐色土け・て 粘性・締まりややあり As－C怪石¢1～5mmを1％含む  

6 灰黄褐色土軒プ 粘性ややあり・締まりあり 軽石≠5～10mmとロームを含む  

7 黒褐色土層 粘性・締まりあり ロームブロックとAs－C軽石¢2～5mmをわずかに含む  

8 黄褐色土層 粘性・締まりあり  
Ⅰ＼－・Vは基本土桐を参照  

呈 ＿＿＿ 
259．50n「  

W－1  

0  1！80   2m  

第7図 1号古墳実測図   
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M1れ寂据リブ了セクシ三，ン  
11‡削正路色二川づ 村潮・締まりあリ  

ソソトローム7n％と紺色了トニiO％の混．卜  

2 灰褐也．－1」M 柚性・締まりなく  

小イ「と紬‖沙・小礫を含む   

ノトA′，Ii－】i′断面は  
雛71朴翫劉軋   

ヽ、＜＿ノ  
J  

）＼、′／   
lしノ  

ヽ＿＿一ノ   

【 ＿ 258．90m  

0 －＿  259．20m  

0  1‡40  2【1  

第8図＋l与右lγ墳れ室平耐・断面・矧川l受】  
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M－2  

C  241．50m  

h′1－2用鋸セクシ三】ン  

1灰褐色Jと鵡補色十の批】二 糾砂を多く含み恨イJも合む  
2 灰捏る也ニl州 粧1ノ巨なし・抑渡りややあり 釧砂と酢√湘を含む  

こi灰褐也二川プ 粧IYい紳渡りなく 釧砂を多く含みl‘他軽イrと八s1川羊イlを含む  
‘l にぷい黄褐色．・Hr！プ 机什なし・縦波りややあり ソフトlJ－ムと閏色一卜を含む  

5 伏褐色二＝いプ 相性・抑渡りなく 八s－Ii軽れ訓％・八sⅠミ灰椚】％・貯掩う也ニヒ5％と細‖沙を含む  

6 ノ．tを也二l舟子 酔刑・締まりあリ1：他軽イ＿fl％と小礫を所々に合む  

7 プt津別互1」再 粧l丁重三なし・締まりややあり 八s－C頼れ1％以■卜と㌔．垂、池．・トtJ－ムを1％含む  

8 にぷい萌祐也ニ1班づ 斗神性・綱ほりなく 経れ粒とハード†J－ムブ‖ツタ・ブ．1毛色二卜を1％以仁含む  

0  1‡80   2m   

第9図 2号ホ墳尖渕順  
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M－2石室  

240．90m  
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hト‖半甜lミリ方・ヒクシ三′ン  

1 ソフト1トームとAsC棉イ沌合む八池上u）iJt㌧二L」パ  

2 ソフト＝－ム（う0％と八s C・附fJI～2川I11を合みノ．l、他二日「子が一川％のijlt▼＝いプ  

：与J■†褐色二＝pプ 粧性・折渡りややあリl‘l色柄許局1m裾をわずかに合む  

l灰閏色．・＝い7 粘性・抑止りなく 人面大（ニ仙I11f旧 の．王れと礫を合む  

八八′，‖ Ii′断面は第！）l稟佗参！椚。  
0  1；40  2m  
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第‖図 2号古墳石室屑灘腹  
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M－3  ∽
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∧ ＿＿   239，70m  

八′l：iイ誹セクシ三Jン  
1＝洋褐也了卜椚 朴件なし・抑渡I）あり 八s－－C軽イJl％と！t地租イi¢5…程を所々に含み紬‖沙と小轢を含む  
2 炊褐色二】二八、j 朴件・締まりなく 緋沙と小礫（¢2～ユ川）を含む  
二i三t用古色二l服 札付・紺渡りなく 拙砂と小礫を含む  
l睾ま也二1」い一 軒性・射はりなく ソフトローム2（）％と畔イ「粒を含む0  1I40  2m  

う ㌔l†褐色二l雄一 朴什・抑止りなく ㌔．1ミ也二llを1％合み畔イ削を合む  

0  1I80   2m  

ゆ
‥
 
 
 

ト
．
 
 
 

h′ト：＝∴】鋸セクシ三Jン  

t l廿栂色＝卓7 八s－1川羊イ「と八s－1i灰屑の水性屑  

2 〃相打瀾糾性・紺三たりややあり As－け峠イ；・小礫・＾s－C軽イほ15％含む  
こi椚褐也二1二屑 札付・相法りなく 八s－C軽れ15％合みわずかにlトムを含む  
t l甘栂色ソフト＝－ムブ‖ツク  

i）l廿苗掲色二j二伸一 札什なし・抑渡りあり ソフトlJ－ムを川％合む  

6 灰褐色二l二悼了 札付・締まりややあり 鰍砂を含む  
7 昭伏英世二l二屑 札付・抑法りややあり ソフト‖－ムを：川％含む  
パ ホ‡褐也二川一 新件ややあり・締まりあリ ノ＼s【C頼イ＝％含みソフトロームを7（）％含む  

！）l甘粕色ニヒ屑 朴鮎・締まりあり 白色軽才il％・十指色頼＝及び出色軽れをわずかに合みソフトロームを1り％角む  

第121対 3ぢ・古墳実測図  

－19－  



M－3石室  

＼
 
 

や
 
 

N
u
∽
．
♪
○
∋
 
 
 

●
■
 
 

∈
○
の
．
の
巾
N
 
 
 

＿＿ 259．40m  

－
 
 

－
－
 
 

0  1暮80   2m   
り；一・－；●い   

第1ニi図 3号■古刊本J寅J則川葵卜遺物接合l巽】  

－2‥－  



．
佃
■
一
 
N
u
0
0
．
↓
○
∋
 
 

D－2  ル  A  

D－1  

N
♪
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A
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C
 
 1）1  

1 伏掲色二川j 朴什・細戌りややあり微妙を含む  

2 典褐色▲＝いj 粘什・締まりなくソフト「トームが多く■liめ  

拙砂を合む   

1）2  
1伏掲色二＝H 二机件・縦波りややあり［ノームを合みわずか  

l三l也q！羊イlを合む  

2 1・‘f褐色二＝いj 粘什・縦波りなくソフトロームが多く■！fめ  

紬砂を合む   

】） ニ！  

l 揖灰色＝いj 朴什ややあり・締まりあり砂‡ノいJ－ムと  

八sC柵イほわずかに含む  

2 1屑とハードロームの混二＝M（7：：！の割合）よく相まっている  
ニ！灰釣掲色土屑 鮎件なく・締まりややあリハード‖－ムを  

川％含み八sC蛸わを1％合む  
lカ用沌日川戸 鮎性・締渡りなくソフトロー■ムが多く■liめ  

紬砂を合む  
0  1 :60 
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．三・≒き・．．  
uOt7●Ot7Z ‾－  

小れ椰  
1灰槻色二上屑 朴件・締まりややあり微妙を合む  
2 矧火色二日い7 粘性・締まりややあり微妙を含む  
2；l伏上一一ー褐色二L屑 糾性あり・射はりややあり＝伸こ  

ソフトロームを5（）％含む  

31一川る也．・卜伸一 粘性ややあり・締まりあリ  

ソフト‖㌧－ムをHO％含む（仙‥り  

；しtこ  A■  
A ＿＿  2（10．40m  

0  1；40  

釣‖図 1～ニり引附し穴，小イて榔黒洲煙い小和樹服朋順I  
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W－1断面図  

AH 241．50m  

258．60m  

W－1  

1灰褐也二1二Jパ 糾恍なし・締まりややあり（鉦卜）  

2 灰褐色二l二屑 八s1川封宜0％と∧s－1ミ灰屑をプ「トソク拙こ：う％合む  

3 暗褐色⊥J河 粧件なし・締まりややあり 八s－・C軽れ届2～ニ！…をl％と白色植わと－トムをわずかに含む  
∠1暗褐色二l二屑 粧牲なし・締まりややあり 榔沙と軽了r粒を含む   

（砂屑がラミナ状にわずかにみられる＼＼ト＝〕底）  

0  1；60  2m  

風倒木跡断面図  

＿＿ 241．50m   

風倒木跡  
1暗褐色J骨7 筆削盤㌧締まりなく 八s－1ミ総イfと八s－－C軽イ沌2日川】をl％以■卜と廿色蛙心憎2～511】mを1％以下含む  

21R7灰拗也二卜丹青 相性・締まりなく As－C頼れと所々に＝色砕れを含む  

3 褐也二l二J円 粘性・締まりなく 釧砂を多く含み所々にl三他軽れを含む  

∠1褐也砂礫屑 典也軽才ほ含む  
5 暗褐也二t」パ 紺ドlミ・締まりなく ノ＼s－C畔イ局2…以卜を1％含む  

6 暗褐色二t州 紬性・耕ほりなく 軽イlを含む  
7 昭灰褐也二l二Jいヲ 柚ドl三なく・締まりややあり ソフトl∫－ムを含む  

8 褐也二卜屑 机性・締まりなく 釧砂とロームを含む  

0  1：60  2m  

第15図1号浦い風倒木跡断面図  
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17 仇ト3）   

18 伽－3）  

0   1！2   5cm ≡ ・・．．」   
（ト15．17・18）  

第1（う凶 王1●脚糾℃の遺物（1）  
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図版1  

甜＝lll追跡Ⅰ・ⅠⅠ調査前現況（東から）  調査区ⅠⅠ試嫌＝、レンチ全景（東から）  

D－1（lく“し穴）（南から）  

Ⅰ〕－3（南から）  D－2（北から）  

1号7！γ墳全景（北東から）  1号ハ墳石巻全景（南から）   



図版2  

1号古墳茨l門閉塞状況（南から）  1号古墳石室「鋸ヒ切石列状況（西から）  

1号古矧鋸Ⅰ二切石列補強の狭み石状況  1号古墳石室敷石・間tヒ切石状況（西から）  

1号古墳裏込め石状況（北から）  1考古墳石室状態（南から）  

2号7キ墳全景（南東から）  2号ホ墳石室全景（南東から）   



図版3  

2考古墳羨門閥ほ椚犬況（西から）  2号ホ墳羨門閉来状況（南西から）  

2号古墳石室頼石跡状況（北から）  2」す■tγ墳玄I¶一雄肝百跡状況（北から）  

2号古墳前庭都道物～＿li土状況  2号了購！f右翼遺物出土状況（束から）  

3号古墳石室全局（南西から）  3当・1！一▲ぜモ全景（南西から）   



図版4  

3号古墳石室肉迫物出土状況－1  3号甘‘墳玄門・敷石状況（北東から）  

3・号古墳石室肉迫物J＿l．i土状況－3  3号了il▲耳f石室1勺造物JJH二：I人況－2  

小石柳全景（束から）  3号了！丁墳石室内遺物出土状況－∠1  

凧倒木跡全損（向西から）   1・り・泄跡全景（向から）  



乳版5  

l鷹野r  

l† 

∴」∵∵＼∴て∴              ■ヽ －・J、   
∴
∴
．
㌧
∵
．
．
 
 

ヾ
、
 
 

1（M－1）j  
㍉
 
、
ふ
、
山
 
 

3（八ノⅠ－2）  ノ1（h′ト2）   

l  

12（M－．1）  

璽 孝志  
13（h′Ⅰ－2）  

q中l＝＝二二二二  

10（M－3）  

一鱒■畝∴輪■＊闊  

11（M－3）  

00r  
16 伸Ⅰ－2）  

●  ．
、
 噴

㌧
J
 
 

17（八ノⅠ－3）  18（八′l：り  24帥卜3）   



乳版6  

l・・■ 2▼l ｝‘  

35（M－2）  

38（h′Ⅰ－：弓）  

仁十∵摘  39（M－3）  40 拍4－3）  41仙1－ニー）  

42（hノⅠ－3）  43（M－3）   

遜鈎  
鰯 



録  抄   

フ リ ガ ナ   コザカシアプラダイナ・ニイセキ   

孝一   小坂子洲‖】lI・1Ⅰ追跡   

打il一  箪F  幸一   公北開発（ふるさと段道緊急姫備難業）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告刊   

巷  次  

シ リ ー ズ  

編 著 者 名   荻野博U （スナガ環境洲設株式会朴）   

編 集 機 関   前橋‾甘哩蔵攻化財発捕闇昭狛、Jl   

編班機l勘所在地   〒371肝蟻蜘）桐紆市－t∴刺】け6G4二桁他の4   

発行年月 仁l   西府19耶咋3月31ll   

コ ー ド  位  フリガナ  フリガナ  
刑査柑＝川  朋1狛了fi椚  肌証偵l人t  

所収追跡名  所在地  1＝‖川寸  遺跡番与‡  北 緋   根 紆   

Jイ／／シγ′ウ′イナイセキ  

小坂イ潮＝llI遺跡   川リ61121  220′1．83】11？  ふるさと揖道   
lイカシγ▼′フグニイセ．t  10201  HClO  ：i6025′55′′  l：う～）007′：う：i′′  

小坂了・油川ⅠⅠ追跡   1f）！）701：う1  2577．ト1】117  弊急昭備却業   

所収追跡名   桃 川  三†三な時代   三iミな追捕   ごlミ な 遣 物   

小坂－■r・油川Ⅰ追跡  甘‡ 去ち  ●1－ 好子 仲 代  lリ  げf l基  鉄鉄片、二川相川■・須遮灘情（1・り・了1－一別）   

小坂了潮‖＝l・lI追跡  洞  跡  奈良・うl′二安時代  盲†閏   跡l条  二＝抑制イリト   

小坂イ・油IllII退＝弥  ニ仁  坑  糾 文 帖 代  附 し 穴：㌃基  縄文時代ilT測の．－＝椙片   

鉄矧l◆りJ】口・鉄鉱・二】二帥肌坪・須旭灘大紙片など（2り  

▼■し椚）  

げf  去も  7t－‘椚 時 代  lリ  げf 2基    鉄製ノノ什・鉄鉾の－・榔・二叉鉾の一部・銑鉄・1帽呈3対（（う  

仙）・切了▲三lミ3仙・勾二Ⅰミ1佃・小三lミ6仙・須恵岩持舛こ什・平瓶  

の一部・二l川潮明こ（3り7い苅）   

月1 裁  l！一 別 時 代  小れ榔 l基  なし   

小坂・‥「油川Ⅰ追跡  凧倒木跡  不  lリj  風倒木跡lか桝  なし   

小坂子帥Ⅰ≡［lI・ⅠⅠ追跡  

1（）97年3月2引l印刷  

19！）7咋3月3＝」 発行   

発 行 前橋市埋蔵文化財発掘調番僧l  

前欄1≠ll泉l＝川64番地の′1  

編 集 スナガ環境測設株式会社  

1神路市習柳Ilけ211番地の1  

印 川 朝日印刷工米株式会社   


